
（３） 今年度の取組
①学習指導　〇主体的・対話的で深い学びによる授業改善　〇ICTの

昭和50 9  1 　効果的活用　〇指導・支援と評価の一体化　〇ESDの視点に立った
51 2  4 　指導　〇学習教室・放課後子ども教室の活用　〇家庭学習の充実
51 4  7 ②生活指導　〇生徒の自主性を尊重した活動の充実　〇基本的生活習
51 7 15 　慣の確立　〇いじめの未然防止　〇自尊感情と心の育成　〇インタ
51 8 25 　ーネットやSNS等による事故の防止
52 3 15 校歌制定発表会を実施 ③進路指導　○将来を見据えた指導　〇正しい勤労観・職業観の育成
52 3 19 第１回卒業式を挙行 ④その他　〇小・中連携教育の推進　〇体力向上　〇食の意識向上
57 2 27 学校給食開始
60 11 10 創立10周年記念式典を挙行
61 1 21 小平市教育奨励校として研究発表を実施

平成　4 11  5 文部省指定「生徒指導総合推進校」として研究発表を実施

6 2 14 コンピュータ施設完成
7 11  4 創立20周年記念式典を挙行

12 6  1 上水学級（通級による情緒障害学級）開設
13 2 22 小平市研究推進･協力校として研究発表を実施
14 3 15 プール改修工事完了
17 11 3 創立30周年記念式典を挙行
23 4 1 言語能力向上推進校　研究指定校（～25年度）
26 4 1 小平市研究推進校（～27年度）
27 10 24 創立40周年記念式典を挙行
28 4 1 東京都道徳教育推進拠点校（～29年度）

30 10 31
令和　元 10 2

元 11 21
3 4 1 小平市研究推進校（～４年度）

（１）

7　部活動

（２）

学年 性別 計
男子
女子
男子
女子
男子
女子

※５月１日現在

　主任教諭

　主幹教諭

主　任

Ｄ　組

３年

コオーディネーショントレーニング地域拠点校

教育目標

オリンピック・パラリンピック教育推進事業パラリンピック競技応援校

オリンピック・パラリンピック教育推進事業「夢・未来プロジェクト」実施

上水中避難所マニュアル完成

２　本校の教育

副　担

用務主事

副　担

特別支援教室
「上水」

放課後子ども教室コーディネーター

18:00 (10/16～2/末)

18:30 (3/1～10/15)

15:00(水)16:00(月・火･木･金)

15:35～15:50(月･火･木･金)

14:35～14:50（水）

15:25～15:35(月･火･木･金)

14:25～14:35（水）

1年 106

2年

 8:40～ 8:45

14:35～15:25

昼休み

 9:50～10:40

10:50～11:40

11:50～12:40

12:40～13:10

職員朝会
朝読書

39

13:10～13:30

68

13:35～14:25

 8:50～ 9:40
終学活

 8:20～ 8:30

 8:30～ 8:40

Ⅴ
Ⅵ

５　生活時程

3年 109
41

23 22 23
14 14 13

Ⅲ
Ⅳ

給食

朝学活
Ⅰ
Ⅱ

清掃

下校

１　沿革の概要

開校式を挙行　小平第四中学校より分かれる

3　教職員・学校関係者等

　校　　長                 　　　　 　副 校 長

地域教育コーディネーター

生徒、保護者、教職員、市民の総意により交渉、標準服決定

第１回入学式を挙行
プール完成
体育館完成

1年 ２年学　年

Ａ　組

52

6　校務分掌

学籍
教科書
時間割
チャイム
教育計画
道徳

運営委員会

特別活動

小･中連携

進路指導

校
　
長

副
校
長

生
活
指
導
部

保健指導

図書教育

部活動

教
務
部

進
路
指
導
部

総合的な学習の時間

学校評価

安全防災

活動日 活動場所名称

校医等

庶務

バスケットボール

バレーボール

エレベータホール前

体育館

音楽室

美術室

コンピュータ室

野球

コンピュータ

テニス

卓球

吹奏楽

美術 月･火･木･金

月･木

校庭

月･水･金･土 (朝練 火・木)

火･水･木･金･土or日

テニスコート
校庭

月･水･木･金･土or日

体育館
校庭

体育館
ピロティ前

月･火･木･金･土

月･火･木･金･土or日

月･火･木･金･(土)

保健衛生
環境美化

顧問

経理

生徒会

全体掌握
校内外指導

給食

教育相談

施設

事
務
部

15
合計

15

サッカー 校庭月･火･木･金･土or日

47
59

４　学年・学級生徒数

Ａ組 Ｂ組 Ｃ組 Ｄ組
14

学校経営協力者

15

17 17 18
13 13 13

12 12 11 12

講師

スクールソーシャルワーカースクールカウンセラー

副　担

Ｂ　組
Ｃ　組

会計年度任用職員（市）事務主事(都)

小計

91 306

・自ら考え、進んで実行する人

・心豊かで思いやりのある人

・心身ともにたくましい人

職
員
会
議

学
年
会

特
別
委
員
会

行
事
委
員
会

I
C
T
推
進
委
員
会

校
内
支
援
委
員
会

PT

いじめ

対策委員会

学校経営方針

小平市教育振興基本計画に基づき「自立し、心豊かに、たくまし

く生きる生徒」の育成を目指し、次に焦点を当て教育活動を展開す

る。

「和」を基盤とした教育活動を展開する学校

心豊かで責任感のある教職員の人材育成

①「和」人間的な心の調和のとれた生徒の育成を目指す

（人権感覚を豊かに、偏見、差別、いじめ、体罰を生まない、見過

ごさない、許さない環境の学校）

②「和み」心穏やかに、楽しく学校に通い、学ぶ、生徒の心身の成

長を目指す

（カウンセリングマインドを生かした生活指導で、不登校生徒、配

慮の必要な生徒を育成）

③「和（環）」PDCAサイクルを生かした授業改善で学力向上、体

力向上を目指す

（学習指導法の工夫に常に取り組み、生徒の学力向上、体力向上の

実感のある学習）

④「和（輪）」保護者、地域の方々との密接な連携による教育活動

の充実を目指す

（コミュニケーションを密にした、教職員との協働による生徒の健

全育成）

学校保健委員会

セクハラ委員会

食物アレルギー

対応委員会

上
水
教
室


